
 

 

 

 

下水道部では、「水環境の保全･快適な生活環

境の創造、安全・安心な市民生活の確保」をめ

ざし、平成 25 年 4 月に策定した「上下水道ビ

ジョンや下水道事業経営計画」に基づき、公共

下水道の整備や浸水対策事業を行い、一層の経

営改善に取り組みながら着実な事業執行と健全

経営の両立に努めます。 

平成 2６年度における公共下水道の汚水事業

については、住居系地域での平成 30 年度概成

をめざし、引続き中部地域と東部地域を中心に

整備を進めます。また、雨水事業については、

新安居川ポンプ場の拡張整備を進めるとともに、

地域課題の浸水対策にも取り組みます。 

さらに、下水道浸水被害軽減総合計画に基づ

き、ハード対策の取組みとソフト対策を合わせ

て進めます。 

 

 

◆公共下水道汚水整備事業 

中部及び東部地域を中心に汚水整備事業を展

開するとともに未承諾地区や整備困難地区の解

消にも取り組み、人口普及率で 95.1％の整備

をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆公共下水道雨水整備事業 

地域課題の浸水対策として、雨水管整備に取

り組むとともに、新安居川ポンプ場及び溝谷川

ポンプ場の排水能力のさらなる向上をめざし整

備を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ  重点施策・事業 

■ 基本方針 ■ 

下水道整備室 

下水道管理課 

下水道施設維持課 

＜平成 26年度＞ 

下水道部の取り組み実績 

・三栗 1 丁目地区、黄金野 1 丁目地区の雨

水管整備を実施した。 

・新安居川ポンプ場は工事に着手し、溝谷

川ポンプ場については自然吐け水路と沈

砂池 1池の築造を実施した。 

実績 

 

・長尾地区、杉山手地区ほか 8地区で 18件

の工事により約 7.5ｋｍの汚水管整備を

実施するとともに、未承諾地区 1 地区の

解消や整備困難地区の解消にも取り組

み、人口普及率で 95.1％を達成した。さ

らに、耐震化事業として黄金野地区で約

130ｍの管渠等耐震補強工事を実施した。 

実績 

 

溝谷川ポンプ場 



 

 

◆下水道浸水被害軽減総合計画作成事業 

浸水被害の軽減に向け、蹉跎排水区では、下

水道浸水被害軽減総合計画に基づくハード対策

として、雨水貯留施設整備の実施設計等に着手

します。また、楠葉排水区において新たに下水

道浸水被害軽減総合計画の策定を進めるととも

に、流域関連公共下水道計画変更など、必要な

下水道計画策定を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆下水道施設情報管理システム構築事業 

老朽化に伴う下水道施設の維持修繕や耐震化、

長寿命化計画策定に向けての基礎データとなる

下水道施設情報管理システムを平成 26 年度末

に構築します。 

 

 

 

 

 

◆下水道施設の適正な維持管理 

浸水対策への初動体制の強化として、溝谷川

ポンプ場･安居川ポンプ場･蹉跎ポンプ場の３箇

所でポンプ場の初期自動化を引続き進めます。 

また、北部地区などで、危険性・緊急性の高

い老朽化した下水道管を更生し、適正な機能確

保を図り、道路陥没等による機能障害を未然に

防止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜行政改革実施プラン（前期）の改革課題＞ 

改革課題 取り組み内容・目標 

33.技能労務職員

等の配置基準の

見直し 

セーフティネットの確保

や効率化等の観点から検

証を行い、効果的な業務執

行体制を構築する。 

 

・将来的な職員配置の考え方と、当面の対応

や今後の方向性について検討を進めた。浸

水等の災害対策では迅速な対応が求められ

ており、市民ニーズに応じた職員体制や定

型的業務の委託などについて検討を行っ

た。 

 

改革課題 取り組み内容・目標 

41.③下水道事業

経営健全化 

公費負担の在り方検討・積

極的な公共下水道接続の

働きかけ。 

 

・下水道使用料の増額改定により基準外繰入

金の減少に努めている。また、積極的に公

共下水道への接続を働きかけるとともに、

未接続家屋 218 件の実態調査を行い、83 件

の水洗化工事を実施した。 

 

＜事務事業総点検に係る対応＞ 

事務事業 取り組み内容・目標 

公共下水道計画

事務（汚水） 

ビジョン及び経営計画に

基づき、平成 30 年度を目

標に住居系地域の汚水整

備を概ね完了させる。 

 

・生活環境の改善や河川の水質保全のため、

公共下水道の整備完了に向けて、下水道整

備を推進した(人口普及率 95.1％)。 

 

 

 

 

 

Ⅱ  行政改革・業務改善 

・蹉跎排水区では、東中振調整池の用地取

得、走谷雨水調整池および北中振雨水貯

留管の実施設計、蹉跎雨水貯留管の基本

設計を実施した。また、楠葉排水区にお

いて、新たに下水道浸水被害軽減総合計

画を策定した。 

 

 

実績 

 

・平成 25 年度から平成 26 年度の 2 ヵ年で

下水道施設情報管理システムの構築委託

を完了し、基礎データの活用を開始した。 

 

 

実績 

 

・溝谷川ポンプ場･安居川ポンプ場･蹉跎ポ

ンプ場の初期自動化工事を実施した。 

・管更生事業として、招提大谷地区、楠葉

朝日地区で約 570ｍの汚水管改良工事を

実施した。 

・人孔蓋の点検調査を行い、不具合箇所の

応急処置や修繕を実施した。 

・既設暗渠調査を行い、浚渫事業を実施し

た。 

実績 

 

実績 

実績 

実績 



 

 

事務事業 取り組み内容・目標 

公共下水道計画

事務（雨水） 

ビジョン及び経営計画に

基づく整備と新たな浸水

対策として、下水道浸水被

害軽減総合事業を進める。 

 

・浸水被害の軽減に向け、雨水管渠等を整備

した。また、新たに策定した浸水被害軽減

総合計画に基づき整備を進めた。 

 

＜業務改善運動のテーマ・目標＞ 

テーマ 取り組み内容・目標 

危機管理体制の

充実 

訓練実施の強化と部内マ

ニュアルの周知徹底。 

 

・防災無線訓練を毎月実施し、2月には部内で

大雨対応の訓練を実施した。 

・ポンプ場等の運転操作の実技研修を行った。 

 

 

◆浸水被害の軽減を図るため、下水道事業経営

計画に基づく雨水整備事業の推進に加え、新

たに策定を進めている下水道浸水被害軽減総

合計画による国費を活用した雨水貯留施設等

の整備に向けた予算としました。 

 

 

 

 

 

 

 

◆老朽化に伴う施設の更新や維持修繕、浚渫な

ど、下水道施設の適切な機能管理を行うため

の予算を確保しています。 

 

 

 

 

 

 

 

◆平成２７年度中に予定する上下水道事業の執

務場所の統合に合わせて、お客さまにとって

便利でわかりやすく、職員にとっては業務効

率の良い組織体制の構築をめざし、上下水道

組織の再編に向けた準備を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

◆浸水対策・下水道施設長寿命化計画等の検討

を進める上で、部内で横断的なチームを活用

する事で効率的な組織運営を図ります。 

 

 

 

 

 

 

◆建設事業の設計や施工管理など、技術的･専門

的な業務が多いため、必要な専門研修に積極

的に参加し、部内で研修成果を共有化するこ

とで、職員のスキルアップを図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ  予算編成・執行 

Ⅳ  組織運営・人材育成 

・上下水道事業の組織再編案について検討

を進めた。また、組織再編の時期は、上

下水道事業の執務場所の統合に合わせ

て、平成 28年度当初の実施に向け検討を

進めた。 

実績 

 

・チーム員による定期的な会議を開催し、

浸水対策として、雨水整備の優先順位に

ついて検討するとともに、長寿命化計画

に係る基本構想の策定準備を進めた。 

実績 

 

・下水道協会主催の積算業務についての専

門研修や、コアパーソン研修制度を活用

し、浸水対策についての専門研修に参加

した。 

・研修成果を職員間で共有するため、研修

内容を取りまとめ周知した。 

 

実績 

 

・浸水対策として、蹉跎排水区において国

費の要望を行い、東中振調整池の用地を

取得した。さらに国費を活用するため、

楠葉排水区下水道浸水被害軽減総合計画

を策定した。 

実績 

 

・下水道施設を適切に維持管理するため、

汚水管の管更生工事や雨水管等の浚渫工

事を進め、効率的・効果的に予算執行し

た。 

実績 

 

実績 

実績 



 

 

 

◆＜経営評価･基本施策評価の周知＞ 

 「上下水道ビジョン及び下水道事業経営計画」

に基づく、事業の進捗管理、事業効果や経営

状況などについて、外部評価を行い、市ホー

ムページ等で市民周知を図ります。 

 

 

 

 

 

◆＜下水道事業の PR＞ 

 下水道浸水被害軽減総合事業や土のうステー

ション事業などの新たな浸水対策や下水道に

関する情報を広報ひらかたや出前講座、FM

ひらかたなどの地域メディアを活用し、積極

的に情報提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ  広報・情報発信 

・事業の進捗や事業効果について、上下水

道経営委員会に諮り、その結果を市ホー

ムページで市民に周知した。 

実績 

・広報ひらかた及びＦＭひらかたにおいて、

浸水対策事業の進捗や土のうステーショ

ン事業の概要について情報提供を行っ

た。また、下水道に関する啓発活動を市

ホームページや出前講座にて行った。 

 

 

 

実績 


